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放水始め！小谷村の消火魂、ここに集結

第59回 小谷村消防団ポンプ操法競技会

第54回 小谷村消防団ラッパ吹奏大会

第49回 小谷村消防団放水競技会 を開催しました

[ おもな内容 ]

２ 小谷村地域活動支援センター開所式が行われました
２ 小谷村職員採用試験



６月７日（土）

栂池自然園開園祭が開催されました

６
月
７
日
（
土
）、
栂
池
自
然
園
の
令
和
７
年
度
開
園

祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
例
年
に
比
べ
て
残
雪
が
多
く
、
木
道
の
ほ
と
ん

ど
が
雪
に
覆
わ
れ
て
い
る
状
況
で
し
た
が
、
当
日
は
晴
天

に
恵
ま
れ
、
今
シ
ー
ズ
ン
の
安
全
が
祈
願
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
訪
れ
た
皆
様
を
ア
ル
プ
ホ
ル
ン
の
美
し
い
音
色
が

迎
え
、
自
然
園
の
開
園
に
華
を
添
え
ま
し
た
。

小
谷
村
・
白
馬
村
に
お
住
ま
い
の
方
に
、
ゴ
ン
ド
ラ
リ

フ
ト
「
イ
ヴ
」
と
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
の
往
復
乗
車
券
（
栂
池

自
然
園
入
園
券
を
除
く
）
の
２
０
２
５
年
グ
リ
ー
ン
シ
ー

ズ
ン
村
民
割
引
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
栂
池
自
然
園
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

①
職
種
・
募
集
人
員

　
一
般
行
政
（
初
級
）　
…
…
…
若
干
名

　
社
会
福
祉
士
　
　
　
…
…
…
若
干
名

　
保
健
師

…
…
…
若
干
名

　
保
育
士

…
…
…
若
干
名

②
受
験
資
格
・
申
込
方
法

　
詳
細
は
、
募
集
要
項
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

③
申
込
受
付
期
間

　
令
和
７
年
７
月
７
日（
月
）か
ら
８
月
13
日（
水
）

ま
で
。

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
ま
で
）

　
郵
送
に
よ
る
場
合
は
、
締
切
日
ま
で
に
到
着
し

た
も
の
に
限
り
ま
す
。

④
第
一
次
試
験
日
・
会
場

　
令
和
７
年
９
月
21
日
（
日
）

　
小
谷
村
役
場

※
第
１
次
試
験
の
合
格
発
表
は
10
月
上
旬
で
す
。

⑤
第
二
次
試
験

　
令
和
７
年
10
月
26
日
（
日
）
予
定

⑥
最
終
合
格
発
表

　
第
二
次
試
験
終
了
後
、合
格
者
に
通
知
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

総
務
課
庶
務
係　
　

８
２
‐
２
０
２
４

※
募
集
要
項
は
、
総
務
課
窓
口
又
は
村
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

小
谷
村
職
員
採
用
試
験

令
和
８
年
４
月
採
用
予
定
の
職
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

小谷村ＨＰ

小谷村地域活動支援センター
開所式が行われました

　
６
月
12
日
、
小
谷
村
複
合
拠
点
施
設
お
た
り
つ
ぐ
ら
に
お
い
て
、
小
谷

村
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
所
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
障
が
い
等
を
お
持
ち
の
方
た
ち
に
創
作

的
活
動
、
生
産
活
動
、
社
会
と
の
交
流
促
進
と
い
う
基
礎
的
な
事
業
を
実

施
し
な
が
ら
、
日
中
の
安
心
で
き
る
居
場
所
を
提
供
す
る
場
所
で
す
。

セ
ン
タ
ー
運
営
は
、
６
月
か
ら
小
谷
村
が
労
働
者
協
同
組
合
ワ
ー
カ
ー

ズ
コ
ー
プ
な
が
の
へ
事
業
委
託
を
し
て
い
ま
す
。
開
所
時
間
は
平
日
の
午

前
９
時
～
午
後
３
時
ま
で
で
、
利
用
料
は
原
則
無
料
で
す
。

　
利
用
申
込
み
、
お
た
め
し
見
学
に
つ
い
て
は
、
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
な

が
の
　
０
２
６
１
‐
８
２
‐
３
０
７
１
（
お
た
り
つ
ぐ
ら
）
へ
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

６
月
14
日

金
森
建
設
株
式
会
社
様
よ
り
創
立
九
十
周
年
記

念
と
し
て
、
小
谷
村
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
資
す
る
事

業
へ
の
寄
付
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

金
森
建
設
株
式
会
社
様
よ
り

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

～障がいのある方達等の居場所づくりの場へ～
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

成
年
後
見
無
料
相
談
会
開
催
に
つ
い
て

ま
め
ま
め
知
識
№136№136

認
知
症
は
発
症
し
た
原
因
に
よ

り
、
大
き
く
４
種
類
に
分
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
中
で
、
多

く
の
割
合
を
占
め
る
も
の
が
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
（
約
67
・

６
％
）
と
血
管
性
認
知
症
（
約

19
・
５
％
）
で
す
。

血
管
性
認
知
症
と
は
脳
梗
塞
や

脳
出
血
な
ど
の
脳
血
管
障
害
に

伴
っ
て
生
じ
る
も
の
で
す
。
そ
の

た
め
、
脳
血
管
障
害
の
予
防
が
、

血
管
性
認
知
症
の
予
防
に
つ
な
が

り
ま
す
。
脳
血
管
障
害
の
危
険
因

子
は
、
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
脂
質

異
常
症
、
肥
満
に
よ
る
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
等
が
あ

り
、
動
脈
硬
化
が
原
因
で
発
症
す

る
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
ま

た
、
認
知
症
の
大
部
分
を
占
め
る

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
で
も

生
活
習
慣
病
の
予
防
が
認
知
症
の

予
防
に
つ
な
が
る
と
Ｗ
Ｈ
Ｏ（
世

界
保
健
機
構
）
な
ど
で
提
言
さ
れ

て
い
ま
す
。

生
活
習
慣
病
と
は
「
食
習
慣
、

運
動
習
慣
、
休
養
、
喫
煙
、
飲
酒

な
ど
の
生
活
習
慣
が
、そ
の
発
症
・

進
行
に
関
与
す
る
症
候
群
」
と
定

義
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
血
圧
や
、

糖
尿
病
、
脂
質
異
常
症
な
ど
が
例

と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
生
活
習

慣
病
は
発
症
の
初
期
段
階
で
は
自

身
で
気
が
付
き
に
く
い
と
い
う
特

徴
も
あ
り
ま
す
。

生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
と
、

早
期
治
療
の
た
め
に
特
定
健
診
や

特
定
保
健
指
導
を
定
期
的
に
受
け

る
こ
と
が
重
要
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
特
定
健
診
は
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
着
目
し
た
健
診

に
な
っ
て
い
て
、
生
活
習
慣
病
に

関
連
す
る
検
査
項
目
が
多
く
を
占

め
ま
す
。
自
身
の
生
活
習
慣
病
の

リ
ス
ク
を
知
る
た
め
に
は
と
て
も

大
切
な
検
査
に
な
り
ま
す
。

特
定
健
診
の
結
果
は
保
健
師
や

管
理
栄
養
士
と
振
り
返
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
糖
尿
病
や
心
血
管
疾

患
だ
け
で
な
く
、
将
来
的
な
認
知

症
予
防
の
た
め
に
も
自
分
自
身
の

結
果
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ

う
。村

の
特
定
健
診
を
受
診
し
た
方

も
、
職
場
健
診
や
ド
ッ
ク
を
受
診

し
た
方
も
、
健
診
結
果
が
手
元
に

届
い
た
と
き
に
は
ぜ
ひ
内
容
を
確

認
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。そ
し
て
、

健
診
結
果
で
分
か
ら
な
い
こ
と
が

あ
る
方
は
、
村
の
保
健
師
や
管
理

栄
養
士
に
気
軽
に
相
談
を
し
て
く

だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

住
民
福
祉
課
健
康
推
進
係

８
２
‐
２
５
７
０

今
月
の
テ
ー
マ
は
生
活
習
慣
病
と
認
知
症
の
関
連
に

つ
い
て
で
す
。

生
活
習
慣
病
と
認
知
症

生
活
習
慣
病
を
知
る
に
は
？

認知症の主な割合

アルツハイマー型
認知症
67.6%

血管性認知症
19.5%

レビー小体型
認知症
4.3%

その他  7.6%

前頭側頭型認知症  1.0%

　
成
年
後
見
制
度
と
は
、認
知
症
・

知
的
障
が
い
・
精
神
障
が
い
な
ど

に
よ
っ
て
一
人
で
物
事
を
判
断
す

る
こ
と
が
難
し
い
方
に
つ
い
て
、

ご
本
人
の
権
利
を
守
る
援
助
者

（
成
年
後
見
人
等
）を
選
ぶ
こ
と
で
、

法
律
的
に
支
援
す
る
制
度
で
す
。

　
こ
ん
な
こ
と
で
困
っ
て
い
ま
せ

ん
か
？
「
最
近
物
忘
れ
が
ひ
ど
く

な
り
、
不
動
産
や
預
貯
金
な
ど
の

財
産
管
理
が
で
き
な
く
な
っ
た
。」

「
施
設
に
入
所
し
た
い
け
ど
、
手

続
き
を
行
っ
て
く
れ
る
人
が
い
な

い
。」「
悪
徳
商
法
か
ら
の
被
害
を

防
ぎ
た
い
。」
な
ど
、
成
年
後
見

制
度
は
、
こ
の
よ
う
な
方
々
の
暮

ら
し
や
権
利
、財
産
を
守
り
ま
す
。

　
北
ア
ル
プ
ス
成
年
後
見
支
援
セ

ン
タ
ー
で
は
毎
月
第
３
木
曜
日
に

無
料
相
談
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
７
月
の
相
談
会
は
小
谷
村
で

開
催
し
ま
す
の
で
、
認
知
症
な
ど

に
よ
り
一
人
で
は
物
事
を
判
断
す

る
こ
と
が
難
し
い
方
の
財
産
管
理

の
こ
と
、
身
寄
り
が
な
い
方
の
将

来
の
財
産
管
理
、
相
続
、
契
約
の

こ
と
な
ど
、
こ
の
機
会
に
相
談
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

●
日
　
時

７
月
24
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

●
場
　
所

小
谷
村
役
場
　
２
階

２
０
４
会
議
室

●
相
談
員

・
長
野
県
弁
護
士
会
　
弁
護
士

・
リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
な
が
の

司
法
書
士

・
ぱ
あ
と
な
あ
な
が
の

社
会
福
祉
士

　
相
談
は
無
料
で
す
の
で
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
お
待
た
せ

し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
事
前
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
へ
お
問
合
せ
や
予
約
を
お
願

い
し
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
い
た
し

ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
８
２
‐
３
１
３
５

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
品
等
の

価
格
高
騰
に
直
面
し
て
い
る
生

活
困
窮
者
世
帯
へ
の
支
援
と
し

て
、
令
和
６
年
度
住
民
税
所
得

割
が
非
課
税
で
あ
る
世
帯
（
均

等
割
の
み
課
税
）
の
世
帯
主
に

対
し
、
村
か
ら
臨
時
給
付
金
と

し
て
、
１
世
帯
あ
た
り
２
万
円

を
給
付
す
る
こ
と
を
６
月
20
日

発
行
の
全
戸
配
布
で
お
知
ら
せ

し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
加
え
、
臨
時
給
付
金

（
１
世
帯
あ
た
り
２
万
円
）
の

給
付
対
象
と
な
っ
て
い
る
令
和

６
年
度
住
民
税
所
得
割
非
課
税

世
帯
で
、18
歳
以
下
の
児
童（
平

成
18
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
児
童
）
を
養
育
し
て
い
る

世
帯
主
に
、
児
童
１
人
に
つ
き

２
万
円
を
追
加
で
支
給
し
ま

す
。
対
象
要
件
等
は
下
記
の
表

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

住
民
福
祉
課
住
民
係

　
　

８
２
‐
２
５
８
１

◎対象世帯及び申請方法

小
谷
村
価
格
高
騰
特
別
対
策
支
援
金

　（
子
ど
も
加
算
給
付
）
の
ご
案
内

出典：厚生労働省老健局（令和元年）

本
格
的
な
夏
山
シ
ー
ズ
ン
を
迎

え
、
山
岳
遭
難
の
増
加
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。
昨
年
の
県
内
で
は
、
７

月
か
ら
８
月
に
か
け
て
１
１
６
件

の
遭
難
が
発
生
し
、
こ
の
う
ち
、

死
者
は
15
人
、
負
傷
者
は
53
人
と

な
り
ま
し
た
。
登
山
者
の
皆
さ
ん

は
、
次
の
点
に
注
意
し
て
夏
山
を

安
全
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

・
体
力
や
技
術
に
合
っ
た
山
を
選

ぶ
。

・
事
前
に
日
程
、
コ
ー
ス
、
危
険

箇
所
な
ど
を
確
認
し
、
参
加
者

全
員
で
話
し
合
っ
て
計
画
を
立

て
る
。

・
入
山
前
は
「
登
山
計
画
書
」
を
必

ず
提
出
す
る
ほ
か
、
身
近
な
人

に
行
動
予
定
を
知
ら
せ
て
お
く
。

・
必
ず
最
新
の
気
象
情
報
を
確
認

す
る
。

■
お
問
い
合
わ
せ

長
野
県
警
察
本
部

地
域
部
山
岳
安
全
対
策
課

０
２
６
‐
２
３
３
‐
０
１
１
０

（
代
表
）

夏
山
遭
難
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

▲山岳情報
（長野県警察公式
ホームページ）

▲長野県警察
山岳遭難救助隊公式Ｘ

対象世帯

令和６年度小谷村価格高騰特別対策支援金（１世帯あたり２万円）の受給対
象である世帯のうち、以下のいずれかに該当する世帯

①令和６年12月13日時点で、18歳以下の児童（平成18年４月２日以降に
生まれた児童）がいる世帯

②令和６年12月14日から令和７年８月31日までに生まれた新生児がいる
世帯

申請方法

①の世帯
申請などの手続きは不要です。対象となる世帯には７月上旬に村からお知ら
せをお送りしますので、内容をご確認ください。

②の世帯
支給要件確認書の提出が必要です。村ホームページまたは、住民係に備え付けの
確認書に必要事項を記入のうえ令和７年９月１日までに申請を行ってください。
※８月に出産予定の世帯は、申請期限までの期間が短いため、事前に役場住
民係にご相談をお願いします。

給 付 額 児童１人あたり２万円

給付時期 ８月中旬頃から順次給付を開始する予定です

広報おたり　令和７年７月号（4）（5）　広報おたり　令和７年７月号



地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

成
年
後
見
無
料
相
談
会
開
催
に
つ
い
て

ま
め
ま
め
知
識
№136№136

　
認
知
症
は
発
症
し
た
原
因
に
よ

り
、
大
き
く
４
種
類
に
分
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
中
で
、
多

く
の
割
合
を
占
め
る
も
の
が
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
（
約
67
・

６
％
）
と
血
管
性
認
知
症
（
約

19
・
５
％
）
で
す
。

　
血
管
性
認
知
症
と
は
脳
梗
塞
や

脳
出
血
な
ど
の
脳
血
管
障
害
に

伴
っ
て
生
じ
る
も
の
で
す
。
そ
の

た
め
、
脳
血
管
障
害
の
予
防
が
、

血
管
性
認
知
症
の
予
防
に
つ
な
が

り
ま
す
。
脳
血
管
障
害
の
危
険
因

子
は
、
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
脂
質

異
常
症
、
肥
満
に
よ
る
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
等
が
あ

り
、
動
脈
硬
化
が
原
因
で
発
症
す

る
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
ま

た
、
認
知
症
の
大
部
分
を
占
め
る

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
で
も

生
活
習
慣
病
の
予
防
が
認
知
症
の

予
防
に
つ
な
が
る
と
Ｗ
Ｈ
Ｏ（
世

界
保
健
機
構
）
な
ど
で
提
言
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
生
活
習
慣
病
と
は
「
食
習
慣
、

運
動
習
慣
、
休
養
、
喫
煙
、
飲
酒

な
ど
の
生
活
習
慣
が
、そ
の
発
症
・

進
行
に
関
与
す
る
症
候
群
」
と
定

義
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
血
圧
や
、

糖
尿
病
、
脂
質
異
常
症
な
ど
が
例

と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
生
活
習

慣
病
は
発
症
の
初
期
段
階
で
は
自

身
で
気
が
付
き
に
く
い
と
い
う
特

徴
も
あ
り
ま
す
。

　
生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
と
、

早
期
治
療
の
た
め
に
特
定
健
診
や

特
定
保
健
指
導
を
定
期
的
に
受
け

る
こ
と
が
重
要
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
特
定
健
診
は
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
着
目
し
た
健
診

に
な
っ
て
い
て
、
生
活
習
慣
病
に

関
連
す
る
検
査
項
目
が
多
く
を
占

め
ま
す
。
自
身
の
生
活
習
慣
病
の

リ
ス
ク
を
知
る
た
め
に
は
と
て
も

大
切
な
検
査
に
な
り
ま
す
。

　
特
定
健
診
の
結
果
は
保
健
師
や

管
理
栄
養
士
と
振
り
返
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
糖
尿
病
や
心
血
管
疾

患
だ
け
で
な
く
、
将
来
的
な
認
知

症
予
防
の
た
め
に
も
自
分
自
身
の

結
果
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ

う
。

　
村
の
特
定
健
診
を
受
診
し
た
方

も
、
職
場
健
診
や
ド
ッ
ク
を
受
診

し
た
方
も
、
健
診
結
果
が
手
元
に

届
い
た
と
き
に
は
ぜ
ひ
内
容
を
確

認
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。そ
し
て
、

健
診
結
果
で
分
か
ら
な
い
こ
と
が

あ
る
方
は
、
村
の
保
健
師
や
管
理

栄
養
士
に
気
軽
に
相
談
を
し
て
く

だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
住
民
福
祉
課
健
康
推
進
係

　
　
８
２
‐
２
５
７
０

今
月
の
テ
ー
マ
は
生
活
習
慣
病
と
認
知
症
の
関
連
に

つ
い
て
で
す
。

生
活
習
慣
病
と
認
知
症

生
活
習
慣
病
を
知
る
に
は
？

認知症の主な割合

アルツハイマー型
認知症
67.6%

血管性認知症
19.5%

レビー小体型
認知症
4.3%

その他  7.6%

前頭側頭型認知症  1.0%

　
成
年
後
見
制
度
と
は
、認
知
症
・

知
的
障
が
い
・
精
神
障
が
い
な
ど

に
よ
っ
て
一
人
で
物
事
を
判
断
す

る
こ
と
が
難
し
い
方
に
つ
い
て
、

ご
本
人
の
権
利
を
守
る
援
助
者

（
成
年
後
見
人
等
）を
選
ぶ
こ
と
で
、

法
律
的
に
支
援
す
る
制
度
で
す
。

　
こ
ん
な
こ
と
で
困
っ
て
い
ま
せ

ん
か
？
「
最
近
物
忘
れ
が
ひ
ど
く

な
り
、
不
動
産
や
預
貯
金
な
ど
の

財
産
管
理
が
で
き
な
く
な
っ
た
。」

「
施
設
に
入
所
し
た
い
け
ど
、
手

続
き
を
行
っ
て
く
れ
る
人
が
い
な

い
。」「
悪
徳
商
法
か
ら
の
被
害
を

防
ぎ
た
い
。」
な
ど
、
成
年
後
見

制
度
は
、
こ
の
よ
う
な
方
々
の
暮

ら
し
や
権
利
、財
産
を
守
り
ま
す
。

　
北
ア
ル
プ
ス
成
年
後
見
支
援
セ

ン
タ
ー
で
は
毎
月
第
３
木
曜
日
に

無
料
相
談
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
７
月
の
相
談
会
は
小
谷
村
で

開
催
し
ま
す
の
で
、
認
知
症
な
ど

に
よ
り
一
人
で
は
物
事
を
判
断
す

る
こ
と
が
難
し
い
方
の
財
産
管
理

の
こ
と
、
身
寄
り
が
な
い
方
の
将

来
の
財
産
管
理
、
相
続
、
契
約
の

こ
と
な
ど
、
こ
の
機
会
に
相
談
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

●
日
　
時

　
７
月
24
日
（
木
）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

●
場
　
所

　
小
谷
村
役
場
　
２
階

　
２
０
４
会
議
室

●
相
談
員

 

・
長
野
県
弁
護
士
会
　
弁
護
士

 

・
リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
な
が
の

　
司
法
書
士

 

・
ぱ
あ
と
な
あ
な
が
の

　
社
会
福
祉
士

　
相
談
は
無
料
で
す
の
で
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
お
待
た
せ

し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
事
前
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
へ
お
問
合
せ
や
予
約
を
お
願

い
し
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
い
た
し

ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
８
２
‐
３
１
３
５

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
品
等
の

価
格
高
騰
に
直
面
し
て
い
る
生

活
困
窮
者
世
帯
へ
の
支
援
と
し

て
、
令
和
６
年
度
住
民
税
所
得

割
が
非
課
税
で
あ
る
世
帯
（
均

等
割
の
み
課
税
）
の
世
帯
主
に

対
し
、
村
か
ら
臨
時
給
付
金
と

し
て
、
１
世
帯
あ
た
り
２
万
円

を
給
付
す
る
こ
と
を
６
月
20
日

発
行
の
全
戸
配
布
で
お
知
ら
せ

し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
加
え
、
臨
時
給
付
金

（
１
世
帯
あ
た
り
２
万
円
）
の

給
付
対
象
と
な
っ
て
い
る
令
和

６
年
度
住
民
税
所
得
割
非
課
税

世
帯
で
、18
歳
以
下
の
児
童（
平

成
18
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
児
童
）
を
養
育
し
て
い
る

世
帯
主
に
、
児
童
１
人
に
つ
き

２
万
円
を
追
加
で
支
給
し
ま

す
。
対
象
要
件
等
は
下
記
の
表

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
住
民
福
祉
課
住
民
係

　
　

８
２
‐
２
５
８
１

◎対象世帯及び申請方法

小
谷
村
価
格
高
騰
特
別
対
策
支
援
金

　
　
　
　
　
　

  

（
子
ど
も
加
算
給
付
）
の
ご
案
内

出典：厚生労働省老健局（令和元年）

　
本
格
的
な
夏
山
シ
ー
ズ
ン
を
迎

え
、
山
岳
遭
難
の
増
加
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。
昨
年
の
県
内
で
は
、
７

月
か
ら
８
月
に
か
け
て
１
１
６
件

の
遭
難
が
発
生
し
、
こ
の
う
ち
、

死
者
は
15
人
、
負
傷
者
は
53
人
と

な
り
ま
し
た
。
登
山
者
の
皆
さ
ん

は
、
次
の
点
に
注
意
し
て
夏
山
を

安
全
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

 

・
体
力
や
技
術
に
合
っ
た
山
を
選

ぶ
。

 

・
事
前
に
日
程
、
コ
ー
ス
、
危
険

箇
所
な
ど
を
確
認
し
、
参
加
者

全
員
で
話
し
合
っ
て
計
画
を
立

て
る
。

 

・
入
山
前
は
「
登
山
計
画
書
」
を
必

ず
提
出
す
る
ほ
か
、
身
近
な
人

に
行
動
予
定
を
知
ら
せ
て
お
く
。

 

・
必
ず
最
新
の
気
象
情
報
を
確
認

す
る
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
長
野
県
警
察
本
部

　
地
域
部
山
岳
安
全
対
策
課

　
　
０
２
６
‐
２
３
３
‐
０
１
１
０

　
　（
代
表
）

夏
山
遭
難
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

▲山岳情報
（長野県警察公式
ホームページ）

▲長野県警察
山岳遭難救助隊公式Ｘ

対象世帯

令和６年度小谷村価格高騰特別対策支援金（１世帯あたり２万円）の受給対
象である世帯のうち、以下のいずれかに該当する世帯

①令和６年12月13日時点で、18歳以下の児童（平成18年４月２日以降に
生まれた児童）がいる世帯

②令和６年12月14日から令和７年８月31日までに生まれた新生児がいる
世帯

申請方法

①の世帯
申請などの手続きは不要です。対象となる世帯には７月上旬に村からお知ら
せをお送りしますので、内容をご確認ください。

②の世帯
支給要件確認書の提出が必要です。村ホームページまたは、住民係に備え付けの
確認書に必要事項を記入のうえ令和７年９月１日までに申請を行ってください。
※８月に出産予定の世帯は、申請期限までの期間が短いため、事前に役場住
民係にご相談をお願いします。

給 付 額 児童１人あたり２万円

給付時期 ８月中旬頃から順次給付を開始する予定です

広報おたり　令和７年７月号（4）（5）　広報おたり　令和７年７月号



　
北
部
消
防
署
で
は
、
地
震
体
験

車
に
よ
る
巡
回
指
導
を
、
９
月
２

日
（
火
）
か
ら
９
月
10
日
（
水
）

ま
で
の
間
に
行
い
ま
す
。 

　
地
震
体
験
車
は
、
模
擬
ハ
ウ
ス

を
人
工
的
に
揺
ら
す
こ
と
に
よ
っ

て
、
過
去
の
大
地
震
を
再
現
で
き

ま
す
。
こ
の
機
会
に
今
一
度
、
地

震
に
対
す
る
心
構
え
や
初
期
対
応

を
確
認
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　
申
込
期
間
は
、７
月
16
日
（
水
）

か
ら
７
月
30
日
（
水
）
ま
で
と
な

り
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
自
主
防
災

会
・
団
体
・
事
業
所
等
は
、
北
部

消
防
署
、　
７
２
‐
０
１
１
９
ま

で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

地震体験車による
巡回指導を行います

※
採
用
後
、
長
野
県
消
防
学
校
に

入
校
し
、
消
防
官
と
し
て
の
初

任
科
教
育
を
修
了
し
た
後
、
北

ア
ル
プ
ス
広
域
消
防
本
部
ま
た

は
大
町
消
防
署
、北
部
消
防
署
、

南
部
消
防
署
の
い
ず
れ
か
に
勤

務
と
な
り
ま
す
。

■
採
用
人
員

　
若
干
名

■
受
験
資
格
　

　
平
成
９
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

20
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
高
等

学
校
卒
業
程
度
の
学
力
が
あ
る
方

で
、
採
用
後
に
北
ア
ル
プ
ス
広
域

連
合
関
係
市
町
村
（
大
町
市
、
池

田
町
、松
川
村
、白
馬
村
、小
谷
村
）

に
居
住
で
き
る
人

■
試
験
日

　
第
一
次
試
験
　
９
月
21
日（
日
）

　
第
二
次
試
験
　
10
月
下
旬

■
受
験
申
込
受
付
期
間

　
7
月
28
日
（
月
）
か
ら

　
８
月
12
日
（
火
）
ま
で

北アルプス広域連合職員の
募集について

■
採
用
人
員

　
若
干
名

■
受
験
資
格
　

　
申
込
日
現
在
、
40
歳
未
満
で
、

消
防
職
員
と
し
て
職
歴
が
３
年
以

上
あ
る
人
。

　
申
込
日
現
在
、
30
歳
未
満
で
、

救
急
救
命
士
と
し
て
職
歴
が
２
年

以
上
あ
る
人
。

※
長
野
県
内
の
消
防
本
部
の
職
務

経
験
が
あ
る
方
は
、
申
込
時
に

退
職
し
て
い
る
こ
と
。

※
採
用
後
に
北
ア
ル
プ
ス
広
域
連

合
関
係
市
町
村
（
大
町
市
、
池

田
町
、
松
川
村
、
白
馬
村
、
小

谷
村
）
に
居
住
で
き
る
人

■
試
験
日

　
指
定
す
る
日

■
受
験
申
込

　
随
時
場
集

※
採
用
予
定
人
員
に
達
し
た
時
点

で
採
用
試
験
を
中
止
又
は
一
時

職 

種
消
防
職
員
（
高
校
卒
程
度
）

職 

種

  

消
防
職
員

令
和
８
年
４
月
採
用

随
時
採
用

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

　
郵
送
の
場
合
は
８
月
12
日（
火
）

消
印
有
効

■
受
付
場
所

　
北
ア
ル
プ
ス
広
域
消
防
本
部
　

総
務
課
庶
務
係

　
募
集
要
領
、
提
出
書
類
は
、
北

ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
事
務
局
、
北

ア
ル
プ
ス
広
域
消
防
本
部
、
大
町

消
防
署
、
北
部
消
防
署
、
南
部
消

防
署
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。ま
た
、

北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

中
断
と
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

■
受
付
場
所

　
北
ア
ル
プ
ス
広
域
消
防
本
部
　

総
務
課
庶
務
係

　
詳
し
い
募
集
要
領
、
提
出
書
類

は
、北
ア
ル
プ
ス
広
域
消
防
本
部
、

大
町
消
防
署
、
北
部
消
防
署
、
南

部
消
防
署
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で
き

ま
す
。

▼

北アルプス
広域連合ＨＰ

■申し込み・お問い合わせ　北アルプス広域消防本部　総務課庶務係　　２２‐０６８８

　四季を通して魅力のある風景や名所がたっぷりの大糸線
沿線。そんな大糸線沿線の魅力を伝えるカレンダーを作成
します。大糸線沿線の各市町村（松本市・安曇野市・松川村・
池田町・大町市・白馬村・小谷村・糸魚川市）の四季折々
の風景や列車の写真をご応募ください。

2026年大糸線カレンダー
掲載写真を募集します！

大糸線の魅力 
～大糸線に乗ってゆっくり楽しんでみませんか～

■
カ
レ
ン
ダ
ー
構
成

①
Ｂ
３
判
見
開
き
（
二
つ
折
り
時

：

Ｂ
４
判
）

　
４
色
刷
り

②
表
紙
お
よ
び
各
月
の
ペ
ー
ジ
に
１
～
２
枚
の
写

真
を
掲
載
し
ま
す
。

③
写
真
１
枚
の
ペ
ー
ジ
は
Ｂ
４
判
程
度
、
写
真
２

枚
の
ペ
ー
ジ
は
Ｂ
６
判
程
度
に
写
真
を
拡
大
し

て
掲
載
し
ま
す
。

■
応
募
資
格

　
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。
住
所
・ 

年
齢
・

性
別
な
ど
の
要
件
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
応
募
方
法

◆
写
真
デ
ー
タ
（
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
形
式
の
み
）
を
メ
ー

ル
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　
応
募
専
用
ア
ド
レ
ス

　〈oito-riyou@
city.om

achi.nagano.jp

〉

※
写
真
デ
ー
タ
を
拡
大
す
る
た
め
、
１
０
０
０
万

画
素
以
上
を
推
奨
し
ま
す
。

※
１
枚
の
写
真
デ
ー
タ
は
、
４
Ｍ
Ｂ
以
上
を
推
奨

し
ま
す
。

※
１
回
の
デ
ー
タ
送
信
は
、
８
Ｍ
Ｂ
未
満
と
な
る

よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い（
８
Ｍ
Ｂ
以
上
の
場
合
、

受
信
で
き
な
い
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
）。

◆
メ
ー
ル
で
応
募
が
で
き
な
い
場
合
は
、
写
真

デ
ー
タ
を
記
録
し
た
媒
体
（
Ｃ
Ｄ
‐
Ｒ
・
Ｕ
Ｓ
Ｂ

メ
モ
リ
・
Ｓ
Ｄ
カ
ー
ド
な
ど
）
を
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
応
募
時
は
「
大
糸
線
カ
レ
ン
ダ
ー
掲
載
写
真
応

募
票
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
添
付
し
て

く
だ
さ
い
。

※
写
真
デ
ー
タ
送
信
ま
た
は
媒
体
郵
送
の
際
に
添

付
す
る
「
大
糸
線
カ
レ
ン
ダ
ー
掲
載
写
真
応
募

票
」
は
、
下
記
Ｑ
Ｒ
よ
り
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
応
募
締
め
切
り

　
令
和
７
年
９
月
30
日
（
火
）

　（
メ
ー
ル
の
場
合
は
午
後
５
時
ま
で
の
送
信
分
、

郵
送
の
場
合
は
締
め
切
り
日
の
消
印
ま
で
有
効
で

す
）

■
注
意
事
項

◆
応
募
者
本
人
が
撮
影
し
た
写
真
に
限
り
ま
す
。

◆
一
人
４
点
ま
で
応
募
で
き
ま
す
。
２
０
２
４
年

以
前
に
撮
影
し
た
写
真
も
対
象
で
す
。

◆
被
写
体
は
各
市
町
村
を
Ｐ
Ｒ
で
き
る
風
景
な
ど

で
す
。
個
人
が
特
定
で
き
る
人
物
が
写
っ
た
も

の
は
対
象
外
で
す
。

◆
写
真
デ
ー
タ
は
、
撮
影
時
の
実
際
の
風
景
と
異

な
る
画
像
処
理
や
被
写
体
へ
の
作
為
的
な
変
更

を
加
え
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◆
未
発
表
の
写
真
で
、
同
一
ま
た
は
類
似
の
作
品

が
他
の
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
に
応
募
ま
た
は
発
表

さ
れ
る
予
定
が
な
い
も
の
に
限
り
ま
す
。

◆
採
用
さ
れ
た
場
合
、
カ
レ
ン
ダ
ー
に
「
提
供

：

△
△（
名
前
ま
た
は
イ
ニ
シ
ャ
ル
な
ど
）
さ
ん

（
×
×
県
○
○
市
）」
と
表
記
し
ま
す
。

◆
採
用
さ
れ
た
写
真
デ
ー
タ
は
、
必
要
に
応
じ
て

ト
リ
ミ
ン
グ
な
ど
の
加
工
を
行
う
場
合
が
あ
り

ま
す
。

◆
応
募
さ
れ
た
写
真
デ
ー
タ
（
記
録
媒
体
）
は
、

返
却
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆
応
募
に
要
す
る
費
用
（
通
信
料
・
郵
送
料
・
記

録
媒
体
購
入
費
な
ど
）
は
、
応
募
者
の
負
担
と

し
ま
す
。

◆
応
募
規
定
に
違
反
し
た
場
合
は
、
採
用
を
取
り

消
す
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

■
著
作
権
・
使
用
権
な
ど

◆
応
募
作
品
の
著
作
権
は
、
撮
影
者
に
帰
属
し
ま

す
。

◆
応
募
者
は
、
当
同
盟
会
に
対
し
、
カ
レ
ン
ダ
ー
・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
広
告
な
ど
に
掲
載
す
る
目
的

で
、
応
募
作
品
を
令
和
７
年
10
月
１
日
よ
り
２

年
間
利
用
す
る
こ
と
を
許
諾
す
る
こ
と
と
し
ま

す
。
写
真
デ
ー
タ
は
上
記
期
間
満
了
後
、
速
や

か
に
削
除
・
廃
棄
し
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
応
募

作
品
は
大
糸
線
の
利
用
促
進
・
広
報
活
動
に
必

要
な
範
囲
で
、
当
同
盟
会
・
当
同
盟
会
加
盟
団

体
・
当
同
盟
会
が
認
め
た
者
が
二
次
利
用
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◆
被
写
体
の
肖
像
権
侵
害
な
ど
の
責
任
は
負
い
か

ね
ま
す
の
で
、
応
募
に
際
し
て
は
必
要
に
応
じ

て
被
写
体
関
係
者
の
承
諾
・ 

使
用
許
可
な
ど

を
得
て
く
だ
さ
い
。
応
募
者
と
被
写
体
関
係
者

と
の
間
に
紛
争
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
当
同
盟

会
は
一
切
の
責
任
を
負
い
か
ね
ま
す
。

■
採
用
発
表

◆
各
市
町
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
11
月
上
旬
ご
ろ

に
発
表
し
ま
す
。

◆
採
用
さ
れ
た
方
に
は
、
完
成
し
た
カ
レ
ン
ダ
ー

と
地
元
特
産
品
な
ど
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
お
送
り

し
ま
す
。

■
応
募
・
お
問
い
合
わ
せ

　
大
糸
線
利
用
促
進
輸
送
強
化
期
成
同
盟
会
事
務
局

　（
大
町
市
総
務
部
情
報
交
通
課
交
通
政
策
係
内
）

　
〒
３
９
８
‐
０
０
０
２ 

長
野
県
大
町
市
大
町

３
８
７
２
‐
７ 

大
町
市
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　
０
２
６
１
‐
８
５
‐
０
０
７
０

　
　
０
２
６
１
‐
２
１
‐
３
８
０
１

2025年大糸線カレンダー掲載写真　提供：牧寄芳彦さん（長野県池田町）

募 

集 

要 

項

広報おたり　令和７年７月号（6）（7）　広報おたり　令和７年７月号



　
北
部
消
防
署
で
は
、
地
震
体
験

車
に
よ
る
巡
回
指
導
を
、
９
月
２

日
（
火
）
か
ら
９
月
10
日
（
水
）

ま
で
の
間
に
行
い
ま
す
。 

　
地
震
体
験
車
は
、
模
擬
ハ
ウ
ス

を
人
工
的
に
揺
ら
す
こ
と
に
よ
っ

て
、
過
去
の
大
地
震
を
再
現
で
き

ま
す
。
こ
の
機
会
に
今
一
度
、
地

震
に
対
す
る
心
構
え
や
初
期
対
応

を
確
認
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　
申
込
期
間
は
、７
月
16
日
（
水
）

か
ら
７
月
30
日
（
水
）
ま
で
と
な

り
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
自
主
防
災

会
・
団
体
・
事
業
所
等
は
、
北
部

消
防
署
、　
７
２
‐
０
１
１
９
ま

で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

地震体験車による
巡回指導を行います

※
採
用
後
、
長
野
県
消
防
学
校
に

入
校
し
、
消
防
官
と
し
て
の
初

任
科
教
育
を
修
了
し
た
後
、
北

ア
ル
プ
ス
広
域
消
防
本
部
ま
た

は
大
町
消
防
署
、北
部
消
防
署
、

南
部
消
防
署
の
い
ず
れ
か
に
勤

務
と
な
り
ま
す
。

■
採
用
人
員

　
若
干
名

■
受
験
資
格
　

　
平
成
９
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

20
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
高
等

学
校
卒
業
程
度
の
学
力
が
あ
る
方

で
、
採
用
後
に
北
ア
ル
プ
ス
広
域

連
合
関
係
市
町
村
（
大
町
市
、
池

田
町
、松
川
村
、白
馬
村
、小
谷
村
）

に
居
住
で
き
る
人

■
試
験
日

　
第
一
次
試
験
　
９
月
21
日（
日
）

　
第
二
次
試
験
　
10
月
下
旬

■
受
験
申
込
受
付
期
間

　
7
月
28
日
（
月
）
か
ら

　
８
月
12
日
（
火
）
ま
で

北アルプス広域連合職員の
募集について

■
採
用
人
員

　
若
干
名

■
受
験
資
格
　

　
申
込
日
現
在
、
40
歳
未
満
で
、

消
防
職
員
と
し
て
職
歴
が
３
年
以

上
あ
る
人
。

　
申
込
日
現
在
、
30
歳
未
満
で
、

救
急
救
命
士
と
し
て
職
歴
が
２
年

以
上
あ
る
人
。

※
長
野
県
内
の
消
防
本
部
の
職
務

経
験
が
あ
る
方
は
、
申
込
時
に

退
職
し
て
い
る
こ
と
。

※
採
用
後
に
北
ア
ル
プ
ス
広
域
連

合
関
係
市
町
村
（
大
町
市
、
池

田
町
、
松
川
村
、
白
馬
村
、
小

谷
村
）
に
居
住
で
き
る
人

■
試
験
日

　
指
定
す
る
日

■
受
験
申
込

　
随
時
場
集

※
採
用
予
定
人
員
に
達
し
た
時
点

で
採
用
試
験
を
中
止
又
は
一
時

職 

種
消
防
職
員
（
高
校
卒
程
度
）

職 

種
  

消
防
職
員

令
和
８
年
４
月
採
用

随
時
採
用

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

　
郵
送
の
場
合
は
８
月
12
日（
火
）

消
印
有
効

■
受
付
場
所

　
北
ア
ル
プ
ス
広
域
消
防
本
部
　

総
務
課
庶
務
係

　
募
集
要
領
、
提
出
書
類
は
、
北

ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
事
務
局
、
北

ア
ル
プ
ス
広
域
消
防
本
部
、
大
町

消
防
署
、
北
部
消
防
署
、
南
部
消

防
署
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。ま
た
、

北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

中
断
と
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

■
受
付
場
所

　
北
ア
ル
プ
ス
広
域
消
防
本
部
　

総
務
課
庶
務
係

　
詳
し
い
募
集
要
領
、
提
出
書
類

は
、北
ア
ル
プ
ス
広
域
消
防
本
部
、

大
町
消
防
署
、
北
部
消
防
署
、
南

部
消
防
署
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で
き

ま
す
。

▼

北アルプス
広域連合ＨＰ

■申し込み・お問い合わせ　北アルプス広域消防本部　総務課庶務係　　２２‐０６８８

　四季を通して魅力のある風景や名所がたっぷりの大糸線
沿線。そんな大糸線沿線の魅力を伝えるカレンダーを作成
します。大糸線沿線の各市町村（松本市・安曇野市・松川村・
池田町・大町市・白馬村・小谷村・糸魚川市）の四季折々
の風景や列車の写真をご応募ください。

2026年大糸線カレンダー
掲載写真を募集します！

大糸線の魅力 
～大糸線に乗ってゆっくり楽しんでみませんか～

■
カ
レ
ン
ダ
ー
構
成

①
Ｂ
３
判
見
開
き
（
二
つ
折
り
時

：

Ｂ
４
判
）

　
４
色
刷
り

②
表
紙
お
よ
び
各
月
の
ペ
ー
ジ
に
１
～
２
枚
の
写

真
を
掲
載
し
ま
す
。

③
写
真
１
枚
の
ペ
ー
ジ
は
Ｂ
４
判
程
度
、
写
真
２

枚
の
ペ
ー
ジ
は
Ｂ
６
判
程
度
に
写
真
を
拡
大
し

て
掲
載
し
ま
す
。

■
応
募
資
格

　
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。
住
所
・ 

年
齢
・

性
別
な
ど
の
要
件
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
応
募
方
法

◆
写
真
デ
ー
タ
（
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
形
式
の
み
）
を
メ
ー

ル
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　
応
募
専
用
ア
ド
レ
ス

　〈oito-riyou@
city.om

achi.nagano.jp

〉

※
写
真
デ
ー
タ
を
拡
大
す
る
た
め
、
１
０
０
０
万

画
素
以
上
を
推
奨
し
ま
す
。

※
１
枚
の
写
真
デ
ー
タ
は
、
４
Ｍ
Ｂ
以
上
を
推
奨

し
ま
す
。

※
１
回
の
デ
ー
タ
送
信
は
、
８
Ｍ
Ｂ
未
満
と
な
る

よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い（
８
Ｍ
Ｂ
以
上
の
場
合
、

受
信
で
き
な
い
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
）。

◆
メ
ー
ル
で
応
募
が
で
き
な
い
場
合
は
、
写
真

デ
ー
タ
を
記
録
し
た
媒
体
（
Ｃ
Ｄ
‐
Ｒ
・
Ｕ
Ｓ
Ｂ

メ
モ
リ
・
Ｓ
Ｄ
カ
ー
ド
な
ど
）
を
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
応
募
時
は
「
大
糸
線
カ
レ
ン
ダ
ー
掲
載
写
真
応

募
票
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
添
付
し
て

く
だ
さ
い
。

※
写
真
デ
ー
タ
送
信
ま
た
は
媒
体
郵
送
の
際
に
添

付
す
る
「
大
糸
線
カ
レ
ン
ダ
ー
掲
載
写
真
応
募

票
」
は
、
下
記
Ｑ
Ｒ
よ
り
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
応
募
締
め
切
り

　
令
和
７
年
９
月
30
日
（
火
）

　（
メ
ー
ル
の
場
合
は
午
後
５
時
ま
で
の
送
信
分
、

郵
送
の
場
合
は
締
め
切
り
日
の
消
印
ま
で
有
効
で

す
）

■
注
意
事
項

◆
応
募
者
本
人
が
撮
影
し
た
写
真
に
限
り
ま
す
。

◆
一
人
４
点
ま
で
応
募
で
き
ま
す
。
２
０
２
４
年

以
前
に
撮
影
し
た
写
真
も
対
象
で
す
。

◆
被
写
体
は
各
市
町
村
を
Ｐ
Ｒ
で
き
る
風
景
な
ど

で
す
。
個
人
が
特
定
で
き
る
人
物
が
写
っ
た
も

の
は
対
象
外
で
す
。

◆
写
真
デ
ー
タ
は
、
撮
影
時
の
実
際
の
風
景
と
異

な
る
画
像
処
理
や
被
写
体
へ
の
作
為
的
な
変
更

を
加
え
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◆
未
発
表
の
写
真
で
、
同
一
ま
た
は
類
似
の
作
品

が
他
の
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
に
応
募
ま
た
は
発
表

さ
れ
る
予
定
が
な
い
も
の
に
限
り
ま
す
。

◆
採
用
さ
れ
た
場
合
、
カ
レ
ン
ダ
ー
に
「
提
供

：

△
△（
名
前
ま
た
は
イ
ニ
シ
ャ
ル
な
ど
）
さ
ん

（
×
×
県
○
○
市
）」
と
表
記
し
ま
す
。

◆
採
用
さ
れ
た
写
真
デ
ー
タ
は
、
必
要
に
応
じ
て

ト
リ
ミ
ン
グ
な
ど
の
加
工
を
行
う
場
合
が
あ
り

ま
す
。

◆
応
募
さ
れ
た
写
真
デ
ー
タ
（
記
録
媒
体
）
は
、

返
却
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆
応
募
に
要
す
る
費
用
（
通
信
料
・
郵
送
料
・
記

録
媒
体
購
入
費
な
ど
）
は
、
応
募
者
の
負
担
と

し
ま
す
。

◆
応
募
規
定
に
違
反
し
た
場
合
は
、
採
用
を
取
り

消
す
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

■
著
作
権
・
使
用
権
な
ど

◆
応
募
作
品
の
著
作
権
は
、
撮
影
者
に
帰
属
し
ま

す
。

◆
応
募
者
は
、
当
同
盟
会
に
対
し
、
カ
レ
ン
ダ
ー
・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
広
告
な
ど
に
掲
載
す
る
目
的

で
、
応
募
作
品
を
令
和
７
年
10
月
１
日
よ
り
２

年
間
利
用
す
る
こ
と
を
許
諾
す
る
こ
と
と
し
ま

す
。
写
真
デ
ー
タ
は
上
記
期
間
満
了
後
、
速
や

か
に
削
除
・
廃
棄
し
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
応
募

作
品
は
大
糸
線
の
利
用
促
進
・
広
報
活
動
に
必

要
な
範
囲
で
、
当
同
盟
会
・
当
同
盟
会
加
盟
団

体
・
当
同
盟
会
が
認
め
た
者
が
二
次
利
用
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◆
被
写
体
の
肖
像
権
侵
害
な
ど
の
責
任
は
負
い
か

ね
ま
す
の
で
、
応
募
に
際
し
て
は
必
要
に
応
じ

て
被
写
体
関
係
者
の
承
諾
・ 

使
用
許
可
な
ど

を
得
て
く
だ
さ
い
。
応
募
者
と
被
写
体
関
係
者

と
の
間
に
紛
争
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
当
同
盟

会
は
一
切
の
責
任
を
負
い
か
ね
ま
す
。

■
採
用
発
表

◆
各
市
町
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
11
月
上
旬
ご
ろ

に
発
表
し
ま
す
。

◆
採
用
さ
れ
た
方
に
は
、
完
成
し
た
カ
レ
ン
ダ
ー

と
地
元
特
産
品
な
ど
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
お
送
り

し
ま
す
。

■
応
募
・
お
問
い
合
わ
せ

　
大
糸
線
利
用
促
進
輸
送
強
化
期
成
同
盟
会
事
務
局

　（
大
町
市
総
務
部
情
報
交
通
課
交
通
政
策
係
内
）

　
〒
３
９
８
‐
０
０
０
２ 

長
野
県
大
町
市
大
町

３
８
７
２
‐
７ 

大
町
市
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　
０
２
６
１
‐
８
５
‐
０
０
７
０

　
　
０
２
６
１
‐
２
１
‐
３
８
０
１

2025年大糸線カレンダー掲載写真　提供：牧寄芳彦さん（長野県池田町）

募 

集 

要 

項
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はくばアルプス農場ニュース

今後も臭気の発生には十分注意して農場作業を実施いたしますので、よろしくお願いいたします。

■お問い合わせ　はくばＳＰＦ豚農場 　　080‐1330‐0974
　　　　　　　　はくばアルプス農場（ＪＡ全農長野県本部・ＪＡ大北） 　　72‐2716

はくばＳＰＦ豚農場の令和７年７月出荷作業日程をお知らせします ※作業日程は変更になる場合があります

●３月の風害により破損した肥育舎の屋根は、現在、仮修繕をしておりますが、部材が間に合い次第修
繕を行います。修繕の時期は８月を予定しています。

●現在、肥育舎妻面修復工事を行っています。臭気の発生には注意して工事を行っております。

肥育豚出荷 毎週 月曜日　午前５：00～　／　毎週 水・木曜日　午前６：00～

子 豚 出 荷
（繁殖センター）

７月１日 午前８：30～
　　　　 　　10：00～(大〆出荷)
７月３日 午前８：30～
７月４日 午前８：00～(種豚導入)
　　　　　　 10：00～
７月８日 午前８：30～
　　　　　　 10：30～(大〆出荷)

７月９日 午前８：30～
７月15日 午前８：30～
　　　　 　　10：30～(大〆出荷)
７月22日 午前８：30～
　　　　　　 10：00～
　　　　 　　10：30～(大〆出荷)

７月23日 午前８：00～
　　　　　　 ８：30～
　　　　　　 10：00～
７月29日 午前８：30～
　　　　　　 10：30～(大〆出荷)
７月30日 午前８：30～
　　　　　　 12：00～

「行政相談・心配ごと相談」
の開催について

　
小
谷
村
と
小
谷
村
社
会
福
祉
協
議
会

の
共
催
で
、
行
政
相
談
委
員
と
司
法
書

士
に
よ
る
「
行
政
相
談
・
心
配
ご
と
相

談
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
国
の
行
政
活
動
に
関
す
る
苦
情
や
相

続
・
登
記
の
相
談
な
ど
、
日
ご
ろ
の
心
配

ご
と
全
般
に
つ
い
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
秘
密
は
固
く
守
り
、
相
談
は
無
料
、

予
約
不
要
（
先
着
順
）
で
す
。

■
日

　時

　
令
和
７
年
７
月
22
日
（
火
）

　
午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時
30
分
ま
で

■
会

　場
　

　
小
谷
村
役
場
　
２
０
４
会
議
室

 

行
政
相
談
委
員

　
横
澤
　
勲
さ
ん

 

司
法
書
士

　
長
野
県
司
法
書
士
会
大
町
支
部

■
お
問
い
合
わ
せ

 

・
行
政
相
談

　
総
務
課
庶
務
係

　
　
８
２
‐
２
０
２
４

 

・
心
配
ご
と
相
談

　
小
谷
村
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
８
２
‐
２
４
３
０

　
長
野
県
警
で
は
、
防
犯
活
動
に
取
り
組
も
う

と
す
る
地
域
住
民
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
地
区
会

等
を
対
象
に
、
新
た
に
設
置
す
る
防
犯
カ
メ
ラ

の
初
期
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

■
補
助
対
象
経
費

　
防
犯
カ
メ
ラ（
録
画
装
置
及
び
付
属
品
含
む
）

の
購
入
及
び
設
置
費
用
並
び
に
防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
を
示
す
プ
レ
ー
ト
の
購
入
及
び
設
置
費
用

■
補
助
率

　
補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内
（
上
限
は

１
つ
の
団
体
に
つ
き
25
万
円
）

■
事
業
期
間

　
令
和
７
年
10
月
31
日
（
金
）
ま
で

※
予
算
が
無
く
な
り
次
第
、
受
付
を
終
了
し
ま

す
。

※
事
業
の
詳
細
は
、
長
野
県
警
察
本
部
生
活
安

全
企
画
課
（　

 

０
２
６
‐
２
３
３
‐
０
１

１
０
）
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
初
め
に

ガ
イ
ダ
ン
ス
が
流
れ
ま
す
。
案
内
に
従
い
ダ

イ
ヤ
ル
の
９
を
押
す
と
担
当
課
に
繋
が
り
ま

す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課
庶
務
係
　
　
８
２
‐
２
０
２
４

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
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はくばアルプス農場ニュース

今後も臭気の発生には十分注意して農場作業を実施いたしますので、よろしくお願いいたします。

■お問い合わせ　はくばＳＰＦ豚農場 　　080‐1330‐0974
　　　　　　　　はくばアルプス農場（ＪＡ全農長野県本部・ＪＡ大北） 　　72‐2716

はくばＳＰＦ豚農場の令和７年７月出荷作業日程をお知らせします ※作業日程は変更になる場合があります

●３月の風害により破損した肥育舎の屋根は、現在、仮修繕をしておりますが、部材が間に合い次第修
繕を行います。修繕の時期は８月を予定しています。

●現在、肥育舎妻面修復工事を行っています。臭気の発生には注意して工事を行っております。

肥育豚出荷 毎週 月曜日　午前５：00～　／　毎週 水・木曜日　午前６：00～

子 豚 出 荷
（繁殖センター）

７月１日 午前８：30～
　　　　 　　10：00～(大〆出荷)
７月３日 午前８：30～
７月４日 午前８：00～(種豚導入)
　　　　　　 10：00～
７月８日 午前８：30～
　　　　　　 10：30～(大〆出荷)

７月９日 午前８：30～
７月15日 午前８：30～
　　　　 　　10：30～(大〆出荷)
７月22日 午前８：30～
　　　　　　 10：00～
　　　　 　　10：30～(大〆出荷)

７月23日 午前８：00～
　　　　　　 ８：30～
　　　　　　 10：00～
７月29日 午前８：30～
　　　　　　 10：30～(大〆出荷)
７月30日 午前８：30～
　　　　　　 12：00～

「行政相談・心配ごと相談」
の開催について

　
小
谷
村
と
小
谷
村
社
会
福
祉
協
議
会

の
共
催
で
、
行
政
相
談
委
員
と
司
法
書

士
に
よ
る
「
行
政
相
談
・
心
配
ご
と
相

談
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
国
の
行
政
活
動
に
関
す
る
苦
情
や
相

続
・
登
記
の
相
談
な
ど
、
日
ご
ろ
の
心
配

ご
と
全
般
に
つ
い
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
秘
密
は
固
く
守
り
、
相
談
は
無
料
、

予
約
不
要
（
先
着
順
）
で
す
。

■
日

　時

　
令
和
７
年
７
月
22
日
（
火
）

　
午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時
30
分
ま
で

■
会

　場
　

　
小
谷
村
役
場
　
２
０
４
会
議
室

 

行
政
相
談
委
員

　
横
澤
　
勲
さ
ん

 

司
法
書
士

　
長
野
県
司
法
書
士
会
大
町
支
部

■
お
問
い
合
わ
せ

 

・
行
政
相
談

　
総
務
課
庶
務
係

　
　
８
２
‐
２
０
２
４

 

・
心
配
ご
と
相
談

　
小
谷
村
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
８
２
‐
２
４
３
０

　
長
野
県
警
で
は
、
防
犯
活
動
に
取
り
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に
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令和７年７月発行　■人口 2,575 人　男 1,337 人　女 1,238 人　■世帯数　1,242 戸 （R７.６.30 現在）

■小谷村役場　電話 0261-82-2001　ホームページアドレス https://www.vill.otari.nagano.jp

＊毎月５日と20日は「交通安全の日」です。

＊４のつく日（４日・14日・24日）は
　「シートベルト・チャイルドシート啓発の日」です。

　交通事故防止のため、交通ルールの遵守と正しい
交通マナーの実践をお願いします。

交通安全啓発日について

せせらぎ職員の募集について
　介護や福祉関係に従事していただく職員を随時募集しています。
　職種は、ケアマネジャー、介護職、ボランティアコーディネー
ター、一般事務職、車両運転手など。
　詳しくは、小谷村社会福祉協議会（小谷村福祉センターせせらぎ）
までお問合せ願います。

切符は
　南小谷駅で買おう

列車を見かけたら、
　　　　手を振ろう

　これまで多くの旅人を南小谷駅につれ
てきてくれた「特急あずさ」。再び会える
ことを願い、その想いを動
画に込めました。ＱＲコー
ドを読み取り、この動画を
多くの人たちで共有しま
しょう。小谷村大糸線振興会議

特急あずさ再入線を願って

動画はこちらから

※出生・死亡は希望掲載です。住民だより （令和７年５月届出分）

　
口
座
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ま
す
の
で
、
口
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の
残
高
を
ご
確
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さ
い
。
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●お悔やみ

年齢 地区 親族氏　名

松下　とく子 89 歳 下里瀬 文夫

●あかちゃん

地区 保護者氏　名

黒川 ロバート・葵大森　ちよ
おおもり

土倉 ジェイソン・記久子今井　敦賀
いま い たい が

夏の交通安全やまびこ運動について

令和７年７月11日（金）～７月20日（日）の間、
夏の交通安全やまびこ運動が行われます。
夏の行楽シーズンとなり、村内の交通量も増加し
ます。交通ルールの遵守と交通マナーの実践を心
がけましょう。

■お問い合わせ　大町地区交通安全協会小谷支部　事務局　総務課庶務係　　８２‐２０２４

■お問い合わせ
　社会福祉法人
　小谷村社会福祉協議会　
　　８２-２４３０　
　　８２-２４３１
　　 osyakyo2@sun.otr.pxc.jp

長野県から住宅耐震化のお知らせ
昭和56年５月31日以前に建築された木造住宅の

耐震化を助成する制度があります。

まずは無料の耐震診断から。

お問い合わせは県または
小谷村役場総務課庶務係へ
　８２－２０２４

長野県住宅耐震化ＨＰ ▼

住宅の耐震化の流れ
地震についてわかっている基本的なことを見直し、どんな地震に対して
備えるべきかを考えることが大切です。

地震のことがわかったら、それに対応する自分の家の強さを考えましょ
う。家の強さは診断による評点がものさしになります。

改修の目標を決め、どんな方法でどんな工事をするのかを決定します。
工事後の見栄え、使い勝手等を考えましょう。納得いくまで建築士に説
明してもらってください。後は、実行あるのみです。

STEP０　地震を知る

STEP１　耐震診断

STEP２　耐震改修設計

STEP３　耐震改修工事

糸魚川ー静岡構造線断層帯の地震
●30年以内の地震発生確率はほぼ０～30％
●長野地域西部や大北地域、上小地域、松本地域東

部、諏訪地域、上伊那地域東部を中心に広い範囲
で震度６強以上の揺れが生じ、地盤の液状化現象
や土砂災害が多数発生

南海トラフ巨大地震
●30年以内の地震発生確率は70％～80％
●飯伊地域から上伊那地域にかけての伊那谷や諏訪

地域の一部で震度５強以上の揺れが生じ、地盤の
液状化現象や土砂災害が少し発生し、建物被害、人
的被害、停電や断水等のライフライン被害が発生

《初めの一歩は耐震診断》耐震診断（無料）
　【対　象】　■木造在来工法の戸建て住宅
　　　　　　■昭和56年５月31日以前に着工
　　　　　　■県内に存する個人所有の住宅

《最大165万円まで自己負担なし》 多雪区域は＋25万円
 耐震改修工事（最大115万円まで助成）
　【対　象】　■木造在来工法の戸建て住宅
　　　　　　■県内に存する個人所有の住宅
　　　　　　■昭和56年５月31日以前に着工
　　　　　　■改修後の評点が0.7以上
　【補助率】　改修工事費の4/5以内

 改修上乗せ補助（最大50万円まで助成）
　【対　象】　上記の耐震改修工事の助成を受けた住

宅で改修後の評点が1.0以上
　【補助率】　改修工事に要する費用の10/10

※条件により交付額が異なります。
　詳細はお問い合わせください。

《解体の助成制度あり》

　長野県に大きな被害をもたらす
と予想されている地震には 「糸魚
川―静岡構造線断層帯の地震」、

「長野盆地西縁断層帯の地震」、「伊
那谷断層帯の地震」、「阿寺断層帯
の地震」、「木曽山脈西縁断層帯の
地震」、「境峠・神谷断層帯の地震」、

「東海地震」、「南海トラフ巨大地
震」があります。

STEP０ 地震を知る

　耐震診断をしてもらうと、あなたの家の強さに0.4、0.7、
1.0のような点数（評点）がつきます。この数値は現在の
建築基準法で定められている最低限の強さを1.0とした時
のあなたの家の強さの比率を表していると考えてください。

※評点1.0：震度６強～７程度で倒壊する危険性が低い

STEP１　耐震診断

　耐震診断を行った結果、倒壊する危険性があると判定さ
れた場合に、設計者と相談しながら耐震改修の箇所、工法
等を決定します。

STEP２　耐震改修設計

　木造住宅が地震に抵抗する部分は壁です。そこで一般的
な耐震改修工事では、この壁を強くするような工事をしま
す。壁を強くするためには、壁の中に筋交いを入れたり、
柱と梁に構造用合板を釘で打付けたりします。

STEP３　耐震改修工事

※改修工事を安価にでき
る低コスト工法の活用
をご検討ください。

耐震化に加えて
○ 地震保険・共済の加入
○ 感震ブレーカー設置　の検討を

災害から「住まい」を守ろう！～保険・共済を活用しよう～ ▲
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＊毎月５日と20日は「交通安全の日」です。

＊４のつく日（４日・14日・24日）は
　「シートベルト・チャイルドシート啓発の日」です。

　交通事故防止のため、交通ルールの遵守と正しい
交通マナーの実践をお願いします。

交通安全啓発日について

せせらぎ職員の募集について
　介護や福祉関係に従事していただく職員を随時募集しています。
　職種は、ケアマネジャー、介護職、ボランティアコーディネー
ター、一般事務職、車両運転手など。
詳しくは、小谷村社会福祉協議会（小谷村福祉センターせせらぎ）
までお問合せ願います。
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　これまで多くの旅人を南小谷駅につれ
てきてくれた「特急あずさ」。再び会える
ことを願い、その想いを動
画に込めました。ＱＲコー
ドを読み取り、この動画を
多くの人たちで共有しま
しょう。小谷村大糸線振興会議

特急あずさ再入線を願って

動画はこちらから
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夏の交通安全やまびこ運動について

令和７年７月11日（金）～７月20日（日）の間、
夏の交通安全やまびこ運動が行われます。
夏の行楽シーズンとなり、村内の交通量も増加し
ます。交通ルールの遵守と交通マナーの実践を心
がけましょう。

■お問い合わせ　大町地区交通安全協会小谷支部　事務局　総務課庶務係　　８２‐２０２４

■お問い合わせ
社会福祉法人
小谷村社会福祉協議会

８２-２４３０
８２-２４３１
osyakyo2@sun.otr.pxc.jp

長野県から住宅耐震化のお知らせ
昭和56年５月31日以前に建築された木造住宅の

耐震化を助成する制度があります。

まずは無料の耐震診断から。

お問い合わせは県または
小谷村役場総務課庶務係へ
８２－２０２４

長野県住宅耐震化ＨＰ ▼

住宅の耐震化の流れ
地震についてわかっている基本的なことを見直し、どんな地震に対して
備えるべきかを考えることが大切です。

地震のことがわかったら、それに対応する自分の家の強さを考えましょ
う。家の強さは診断による評点がものさしになります。

改修の目標を決め、どんな方法でどんな工事をするのかを決定します。
工事後の見栄え、使い勝手等を考えましょう。納得いくまで建築士に説
明してもらってください。後は、実行あるのみです。

STEP０　地震を知る

STEP１　耐震診断

STEP２　耐震改修設計

STEP３　耐震改修工事

糸魚川ー静岡構造線断層帯の地震
●30年以内の地震発生確率はほぼ０～30％
●長野地域西部や大北地域、上小地域、松本地域東

部、諏訪地域、上伊那地域東部を中心に広い範囲
で震度６強以上の揺れが生じ、地盤の液状化現象
や土砂災害が多数発生

南海トラフ巨大地震
●30年以内の地震発生確率は70％～80％
●飯伊地域から上伊那地域にかけての伊那谷や諏訪

地域の一部で震度５強以上の揺れが生じ、地盤の
液状化現象や土砂災害が少し発生し、建物被害、人
的被害、停電や断水等のライフライン被害が発生

《初めの一歩は耐震診断》耐震診断（無料）
【対　象】 ■木造在来工法の戸建て住宅

■昭和56年５月31日以前に着工
■県内に存する個人所有の住宅

《最大165万円まで自己負担なし》多雪区域は＋25万円
 耐震改修工事（最大115万円まで助成）
【対　象】 ■木造在来工法の戸建て住宅

■県内に存する個人所有の住宅
■昭和56年５月31日以前に着工
■改修後の評点が0.7以上

【補助率】　改修工事費の4/5以内

 改修上乗せ補助（最大50万円まで助成）
【対 象】 上記の耐震改修工事の助成を受けた住

宅で改修後の評点が1.0以上
【補助率】　改修工事に要する費用の10/10

※条件により交付額が異なります。
　詳細はお問い合わせください。

《解体の助成制度あり》

長野県に大きな被害をもたらす
と予想されている地震には「糸魚
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「東海地震」、「南海トラフ巨大地
震」があります。

STEP０ 地震を知る

耐震診断をしてもらうと、あなたの家の強さに0.4、0.7、
1.0のような点数（評点）がつきます。この数値は現在の
建築基準法で定められている最低限の強さを1.0とした時
のあなたの家の強さの比率を表していると考えてください。

※評点1.0：震度６強～７程度で倒壊する危険性が低い

STEP１　耐震診断

耐震診断を行った結果、倒壊する危険性があると判定さ
れた場合に、設計者と相談しながら耐震改修の箇所、工法
等を決定します。

STEP２　耐震改修設計

木造住宅が地震に抵抗する部分は壁です。そこで一般的
な耐震改修工事では、この壁を強くするような工事をしま
す。壁を強くするためには、壁の中に筋交いを入れたり、
柱と梁に構造用合板を釘で打付けたりします。

STEP３　耐震改修工事

※改修工事を安価にでき
る低コスト工法の活用
をご検討ください。

耐震化に加えて
○ 地震保険・共済の加入
○ 感震ブレーカー設置　の検討を
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